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運 動 部 活 動 等 に 対 す る 社 会 1杓責 任 感 に 関 ．与す る 幾 困 の 地 域 差 の 検 討

岡 　 田 髭 　 （鹿 児 島大 学 教 育 学 部）

　 部 活 動 　　社 会 的 責 任 感 　　 多次 元 分 析

　く目 的 〉

　 「滅 私 奉 公 か ら馘 公 奉 私 へ 」 と い う こ と ば に 象 徴 さ れ る よ

う に、社 会 的 責 任 醸 の 滅 退 が
一

っ の 問 題 状 況 と して 指 摘 さ れ

て きて い る。

　 本 研 究 で は こ の よ う な 状 況 の 実 態 解 明 の
．
理 と し て 、社 会

的 責任 に 対 す る 積 極 群 と態 度 未 表 明 群 の 弁 別 に 寄 与 す る 諸 要

因 の ウ ＝ イ トを求 め 、 両 群 の 特 徴 を 多 次 兀 的 に 分 斫 し［；己述 す

る こ と を 試 み る 。こ の 手 続 き を 鹿 児 島 市 と暁 児 島 県 離 島 の 二

地 域 に 別 々 に む こ な い 丶地 域 差 を検 討 す る、
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